

  



 




人口のうごき(令和５年12月１日現在) 人口 4,186人(－５人) 男 2,098人(－２人) 女 2,088人(－３人) 世帯数 2,152世帯(＋５世帯)
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横浜町長

石 橋 勝 大

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
令
和
６
年
の
新
春
を
お
迎

え
し
、
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
「
５
類
」
に
移
行
と
な

り
、
令
和
２
年
１
月
以
来
、
約
３

年
３
ヶ
月
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
の
区

切
り
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
に
は
、
真
夏
日
が
県
内
全

て
の
観
測
点
で
歴
代
最
多
と
な
る

な
ど
、
記
録
的
な
猛
暑
に
見
舞
わ

れ
、
８
月
10
日
に
は
弘
前
市
に
お

い
て
最
高
気
温
が
本
県
観
測
史
上

最
高
の
39
．
３
℃
に
達
し
ま
し

た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
農
・
水
産

物
の
生
育
に
も
影
響
し
た
ほ
か
、

同
月
24
日
に
は
福
島
第
一
原
発
処

理
水
の
海
洋
放
出
を
受
け
、
中
国

が
日
本
の
水
産
物
輸
入
を
全
面
停

止
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
町
の
ホ

タ
テ
や
ナ
マ
コ
も
、
そ
の
影
響
を

大
き
く
受
け
ま
し
た
。

当
町
の
第
一
次
産
業
の
状
況
を

見
ま
す
と
、
農
業
で
は
、
水
稲
の

作
況
指
数
は
１
０
２
の
や
や
良
と

な
り
ま
し
た
が
、
高
温
の
影
響
に

よ
り
、
Ｊ
Ａ
出
荷
主
食
用
米
の
一

等
米
比
率
は
18
・
６
％
と
著
し
い

品
質
低
下
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
な

が
い
も
は
７
～
８
月
の
少
雨
に
よ

り
芋
が
水
分
を
求
め
て
深
層
部
ま

で
生
長
し
、
収
穫
機
が
芋
の
長
さ

ま
で
入
ら
ず
欠
損
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
一
方
で
馬
鈴
薯
に
つ
い
て

は
、
加
工
用
の
販
売
高
が
令
和
元

年
か
ら
の
最
高
額
を
記
録
し
ま
し

た
が
、
生
食
用
で
は
高
温
に
よ
る

発
芽
な
ど
に
よ
り
低
価
格
で
の
販

売
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
作

物
で
は
、
概
ね
品
質
・
収
量
と
も

良
好
か
ら
平
年
並
み
と
な
り
ま
し

た
。漁

業
で
は
、
養
殖
ホ
タ
テ
ガ
イ

で
、
特
に
成
貝
の
へ
い
死
被
害
が

著
し
い
一
方
で
、
半
成
貝
、
新
貝

は
大
き
く
増
産
し
ま
し
た
が
、
全

体
的
に
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。

鮮
魚
で
は
、
各
魚
種
と
も
平
年
並

み
か
ら
増
産
傾
向
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
６
年
の
見
通
し
で
は
、

ホ
タ
テ
、
ナ
マ
コ
と
も
中
国
の
禁

輸
措
置
に
よ
る
影
響
が
引
き
続
き

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
商
工
観
光
業
で
は
、「
菜

の
花
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
は
じ

め
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
４
年
ぶ
り
に

通
常
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
客

の
往
来
も
活
発
に
な
り
、
明
る
い

兆
し
が
見
え
始
め
て
お
り
ま
す

が
、
今
な
お
続
く
物
価
高
騰
に
よ

り
、
全
産
業
に
お
い
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
原
子
力
立
地
給

付
金
に
お
け
る
電
気
料
の
一
部
還

元
を
再
開
す
る
と
と
も
に
、
農

業
・
水
産
業
・
畜
産
業
の
事
業
者
、

福
祉
・
介
護
・
医
療
等
事
業
者
に

対
す
る
支
援
策
と
し
て
給
付
事
業

を
実
施
し
た
ほ
か
、
地
域
商
品
券

に
よ
る
給
付
事
業
を
実
施
し
、
物

価
高
騰
に
よ
る
町
民
の
皆
さ
ん
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。新

年
を
迎
え
た
今
年
の
「
菜
の

花
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
つ
い
て

で
す
が
、
菜
の
花
の
開
花
時
期
が

早
ま
っ
て
い
る
状
況
を
受
け
て
、

こ
れ
ま
で
の
５
月
の
第
３
日
曜
日

か
ら
第
２
日
曜
日
に
早
め
る
こ
と

を
決
定
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

菜
の
花
が
満
開
の
中
で
沢
山
の
観

光
客
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
町

の
Ｐ
Ｒ
と
産
業
の
活
性
化
に
繋
げ

て
い
き
た
い
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
現
在
改
修
中
の
「
陸
奥

横
浜
駅
舎
」
で
す
が
、
地
域
住
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
進
め
て
お
り
、
こ
の
駅
舎
が

地
域
住
民
の
居
場
所
と
な
り
、
ま

た
町
の
玄
関
口
と
し
て
観
光
客
と

の
交
流
の
場
に
な
る
よ
う
期
待
し

て
い
る
ほ
か
、
令
和
６
年
度
に
は

横
浜
町
の
文
化
と
伝
統
芸
能
伝
承

に
資
す
る
「
横
浜
町
郷
土
館
」
の

開
設
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

私
が
町
長
に
就
任
し
て
４
年
目

に
入
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
令

和
６
年
、
干
支
は
「
甲
辰
（
き
の

え
・
た
つ
）」で「
春
の
日
差
し
が
、

あ
ま
ね
く
成
長
を
助
く
年
」
と
の

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
引

き
続
き
、
町
行
財
政
の
適
正
な
運

営
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
生
活
や

地
域
経
済
支
援
の
た
め
の
施
策
を

最
優
先
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
方
の
更
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
新
年
が
町
民

の
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

町の位置…北緯41°4′50″東経141°15′7″
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、

横
浜
町
議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
町
議
会
運
営
に
対
す

る
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
議
員
一
同
、
町
民
の
生

活
・
福
祉
の
向
上
、
町
政
発
展
に

向
け
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
新
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
当
町
の
よ
り

一
層
の
発
展
を
目
指
し
て
日
々
努

力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
４
月
に
は
統
一
地
方
選
挙

と
し
て
、
横
浜
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
が
行
わ
れ
、
４
名
の
新
人
議

員
を
含
む
10
名
が
住
民
の
代
表
と

し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
対
し
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
５
月
８
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位

置
づ
け
が
「
５
類
感
染
症
」
と
な

り
、
日
常
生
活
や
社
会
経
済
活
動

が
徐
々
に
回
復
し
た
年
で
も
あ

り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
数
年
ぶ

り
に
通
常
開
催
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
年
で
し
た
。
当
町
で
も
、
４

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
菜
の
花

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
を
は
じ
め
、
夏
ま
つ
り
で
の
魚

の
つ
か
み
取
り
や
花
火
大
会
、
秋

に
は
八
幡
神
社
例
大
祭
や
敬
老
会

な
ど
、
多
く
の
方
々
が
来
場
さ
れ

楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
長
引
く
国
際
情
勢
不

安
と
円
安
に
よ
る
原
油
及
び
原
材

料
の
高
騰
に
よ
る
物
価
高
騰
は
、

地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
当
町
に
お
い
て
も
大

変
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
こ
う
い
っ
た
問
題
に
対
応

す
る
た
め
、
国
や
県
、
町
か
ら
非

課
税
世
帯
に
対
す
る
給
付
金
、
臨

時
商
品
券
、
第
一
次
産
業
へ
の
支

援
な
ど
、
様
々
な
支
援
が
今
年
度

も
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
変

あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
夏
は
例
年
以
上

に
猛
暑
と
な
り
、
日
常
生
活
に
お

い
て
苦
労
さ
れ
た
町
民
の
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
農
業
に
お
い
て
は
、
高
温
に

よ
る
農
作
物
の
生
育
障
害
や
品
質

低
下
、
家
畜
へ
の
影
響
、
漁
業
に

お
い
て
は
、
高
水
温
に
よ
る
養
殖

ホ
タ
テ
の
被
害
、
ナ
マ
コ
漁
獲
量

の
低
迷
、
さ
ら
に
は
、
中
国
の
日

本
産
水
産
物
の
輸
入
禁
止
に
よ
る

養
殖
ホ
タ
テ
や
ナ
マ
コ
の
価
格
低

迷
が
当
町
の
漁
業
者
に
も
多
く
の

影
響
が
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
問
題

は
、
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第

一
次
産
業
の
根
幹
を
揺
る
が
す
事

態
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
の
経
営

に
ま
で
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
べ
く
階

上
町
に
あ
る
公
益
社
団
法
人
青
森

県
栽
培
漁
業
振
興
協
会
で
の
ナ
マ

コ
種
苗
生
産
の
状
況
な
ど
の
研
修

の
実
施
、
議
員
個
別
に
町
内
漁
業

者
か
ら
養
殖
ホ
タ
テ
の
状
況
の
聞

き
取
り
や
農
業
部
門
に
お
け
る
新

規
畑
作
物
検
討
会
の
参
加
な
ど
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

議
員
間
で
の
情
報
共
有
を
図
っ
て

お
り
、
そ
う
し
て
得
た
知
見
を
今

後
の
行
政
及
び
議
会
運
営
に
反
映

さ
せ
る
べ
く
活
動
を
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
議
員
一
同
、
地
域
産

業
の
振
興
や
福
祉
と
医
療
の
充

実
、
教
育
環
境
の
整
備
、
防
災
へ

の
取
組
な
ど
、
横
浜
町
の
発
展
の

為
に
ア
イ
デ
ア
、
知
恵
を
出
し
合

い
、
議
会
と
町
、
お
互
い
に
協
調

し
な
が
ら
町
民
が
「
こ
の
町
に
住

み
続
け
た
い
」
と
感
じ
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
努
力
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
本
年
も
格
段
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

横浜町議会議長

杉 山 和 彦

町の面積…東西12㎞ 南北23㎞ 126.38㎢
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横
小
５
年
生
児
童

（
辰
生
ま
れ
＋
巳
生
ま
れ
）
に

今
年
の
目
標
を
聞
き
ま
し
た
！

横
小
５
年
生
29
名
（
担
任
・
川
越
昭
先
生
）

三國 龍生（みくに りゅうせい）
ゲーム会社の社員になるために機械について調べる。

新渡 優斗（あらと ゆうと）
プロサッカー選手になるために全力で練習をがんばる。

濱谷 幸輝（はまや こうき）
料理人になるために料理学校に行きたいです。

橋本 龍馬（はしもと りょうま）
ユーチューバーになるために皆に協力していきたい。

千葉 巧（ちば たくみ）
プロ野球選手になるために練習を本気でやる。

鳥浜 日向（とりやま ひゅうが）
夢はプロ野球選手！そのために基礎から技術を上げる。

深澤 脩哉（ふかさわ しゅうや）
プロ野球選手になるため、たくさん素振りをする。
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沖津 智貴 （おきつ ともき） プロ野球選手になるために全力で練習する。

鳥山 駿 （とりやま しゅん） メジャーリーガー目指して素振りやノックをがんばる。

吉田 櫂吏 （よしだ かいり） プロサッカー選手になるために努力をしたいです。

山道 一心 （やまみち いっしん） プロ野球選手！そのために練習をがんばる。

羽立 聖吾 （はだち せいあ） プロサッカー選手になるためにけがをしないで頑張る。

秋田 智紀 （あきた ともき） プロ野球選手になるためにきつい練習をする。

鎮守 幸太郎（ちんじゅ こうたろう） 人工授精師になるために大学で勉強したい。

小川 莉空 （おがわ りく） プロサッカー選手になるために毎日練習をします。

蛯澤 陽日人（えびさわ ひびと） 僕の夢は漁師です。そのために手伝いをしたいです。

菊地 遥希 （きくち はるき） 夢はユーチューバー。目標はフォロワー百万人！

鈴木 心 （すずき こころ） プロバドミントン選手目指し練習をたくさんする。

工藤 真桜 （くどう まお） 夢はプロバスケ選手です。そのために練習を頑張ります。

伊藤 希夏 （いとう ののか） プロバスケ選手になるために練習をがんばります。

猪股 愛生 （いのまた めい） 動物保護スタッフになるために動物の勉強をがんばる。

菊地 莉名 （きくち りな） ユーチューバーになるために知識を高めたいです。

中山 鈴 （なかやま すず） プロバスケ選手になるために練習を毎日本気でやる。

前田 穏空 （まえた しずく） バドミントン選手になるために練習をがんばる。

對馬 希唯 （つしま きい） プロバドミントン選手になるために練習をがんばる。

髙橋 由愛 （たかはし ゆあ） バスケ選手になるために家でいっぱい練習する。

森川 恋芯 （もりかわ こん） バレー選手になるために練習をがんばりたいです。

菊池 優那 （きくち ゆうな） バドミントン選手になるために練習をがんばりたい。

館 琉愛 （たて るな） ネイリストになるために絵の練習をがんばる。

町章… ｢よ｣の先端 将来への限りない躍進･発展(昭和45年９月制定)
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マスコミから見たこの１年 10大ニュース

東奥日報社野辺地支局に赴任して３年目となりましたが、昨年は新型コ
ロナウイルス感染症の法的な位置づけが「５類」に引き下げられ、イベン

トや祭りも例年のような開催となり、ようやく普段の横浜町の姿を見ることができました。昨年１年間を振り
返りますと、町内では、４年ぶりの菜の花フェスティバル開催が最も印象に残りました。中でも、自身の2022
年の年賀状に八幡神社の写真を採用した俳優・気象予報士の石原良純さんが再び神社を訪れ、気さくに取材に
も応じてくれたのがとてもうれしい出来事でした。開花期間中の菜の花大迷路の入場者数は約２万２千人で、
2016年以来の賑わいを見せました。夏にはその菜の花畑がヒマワリ畑に生まれ変わったのには驚きました。
２位はよこはまホタル村開村30周年、３位は町のＰＲキャラクター「なのは」誕生を選びました。私もクリア
ファイルやＴシャツといった「なのは」グッズを購入しましたよ。番外ですが、個人的には土砂降りの中での
花火大会も印象に残りました。
本年は横浜町民にとって、県民にとって、そして世界中の人々にとって、幸せな１年であるよう祈っており
ます。私もまた、町の明るいニュースを多く届けたいと思っております。本年も引き続き、よろしくお願いい
たします。

 の心に残った
【横浜町】
①菜の花フェスティバル４年ぶり開催。
菜の花マラソンゲストランナーで石原
良純さん来町
②よこはまホタル村開村30周年
③町のＰＲキャラクター「なのは」誕生
④２年連続でイワシが海岸に大量漂着
⑤ナマコ桁網漁２年ぶり再開

【県内外】
⑥ガザでの戦闘開始、ウクライナでの
ロシアの侵攻続く
⑦円安続き、値上げ相次ぐ
⑧新型コロナ「５類」に移行
⑨県内、記録的な猛暑
⑩20年ぶりの新知事に宮下氏

新年、あけましておめでとうございます。昨春、三沢総局野辺地分局駐
在記者として赴任し、横浜町を担当することになりました。
ちょうどコロナ禍明けと重なって４年ぶりの「（コロナ禍が）あけまして」取材が多く、自粛期間を過ごした
前任者には申し訳ないのですが、10大ニュースでも挙げた通り、横浜町内のさまざまな催しを楽しめた１年で
した。特に、取材先や普段の生活でも町の方々に快く対応していただき、町ならではの人情の深さに驚くとと
もに感謝しております。
今年の干支は「甲辰（きのえたつ）」。甲辰には草木の成長を表す意味があり、植物が成長するようにどんど
ん勢いを増していく年になるのだそうです。昨夏のような猛暑、2012年のような豪雪は勘弁してほしいのです
が、気候変動や物価高など難問を乗り越え、横浜町と町の方々（私も…）が平穏で、大きく成長する１年にな
ればと願っています。

 の心に残った
【横浜町】
①菜の花フェスティバル４年ぶり開催、
他イベントもコロナ禍収束で再開
②菜の花・過去最も早い開花宣言
③横浜町議選で選良10人
④イワシ大漁漂着・埋設処理
⑤青森県漁連会長に横浜漁協組合長の二
木春美氏
⑥青森県内、10月のナマコ漁を自粛

【県内外】
⑦新型コロナ緊急事態宣言解除・「５
類」に引き下げ
⑧ガソリン、灯油、ガス、電気料金など
続々と値上げ
⑨青森県知事に宮下宗一郎前むつ市長
⑩ウクライナとロシア、イスラエルと
イスラム原理主義組織ハマスの紛争
続く

東奥日報社 野辺地支局
支局長 兼平 昌寛さん
TEL 0175-64-2156
FAX 0175-64-1159

デーリー東北新聞社 野辺地支局
長谷川 開丈さん
TEL 0175-64-3210
FAX 0175-64-1333

町の花…｢なの花｣ 町の鳥…｢浜チドリ｣ 町の木…｢つきけやき｣(昭和61年９月制定) 町の魚…｢横浜なまこ｣(平成４年12月制定)
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横浜中学校体育館において、青森山田高校体操部によ
る演技会が行われました。小学４年生から中学３年生が
対象で、笑いあり、感動ありの演技会となりました。鑑
賞のあと、希望した児童・生徒はトランポリンを体験し、
会場からは見学する児童・生徒たちの歓声で盛り上がり
を見せていました。

横浜町初！青森山田高校体操部演技会

にこにこセンターにおいて、中
学３年生によるあかちゃんふれあ
い体験が行われました。同月16日
(木)に事前学習として、あかちゃ
んについて座学と模型でのふれあ
い練習をしました。本番では、手
遊びや絵本の読み聞かせ、ベビー
マッサージが行われ、生徒からは「学習した通りにはならないという事が分かった。育ててくれ
た両親に感謝したい。」などの感想が寄せられていました。

あかちゃふれあい体験（16日(木)事前学習）

あさひ幼稚園お遊戯室
において、学習発表会が
行われました。園児全員
による合唱から始まり、
英語での自己紹介など全
９種目を演じ切りました。

あひ幼稚園 学習発表会

町民の誓い…青い海、緑と花を愛します(昭和50年９月制定)
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陸奥横浜駅舎がＪＲ東日本から
横浜町へ譲渡予定であることを受
け、「駅舎を有効的に活用できる
ように」と青森県東部地区郵便局
長会上北北部会よりテレビを寄贈
していただきました。
当日は、青森県東部地区郵便局

長会上北北部会部会長の佐藤拓
（ひろし）氏より、目録と「笑顔
あふれる憩いの場となれば」との
お言葉をいただきました。

青森県東部地区郵便局会上北北部会より町へテレビが寄贈れました

左側より 副部会長 甲地郵便局長 金澤 護 氏、部会長 榎林郵便局長 佐藤 拓 氏、
石橋 勝大 町長、夫人会副部会長 金澤 小百合 氏、横浜郵便局長 大山 修 氏

11月３日(金)文化の日の「令和５年秋の叙勲」において、国家、社会のために功労があった者
として、元横浜町副町長の新渡喜広さん（大町）と、元横浜町消防団団長の菊池清助さん（大豆
田）が、それぞれ「瑞宝双光章」を叙勲されました。
新渡さんは、昭和47年４月から平成20年３月までの36年間にわたり横浜町職員として在職さ

れ、その間総務課長等の要職を歴任。平成20年４月から令和２年12月までの４期約13年間にわ
たり副町長を務められ、町政の中枢にあって町の発展に大きく寄与されました。
菊池さんは、昭和53年12月に横浜町消防団団員を拝命し、令和４年３月まで43年以上にわたり

ご活躍され、その間、平成28年４月から令和４年３月までの６年間は消防団長を務められ、地域
住民の生命財産を災害等から守り、安全安心なまちづくりに大きく寄与されました。

新渡さんは11月21日(火)役場２階「応接室」において石橋勝大町長より（写真左）、菊池さんは
11月14日(火)青森県庁において小谷知也副知事より（写真右）、それぞれ勲章及び勲記が伝達さ
れました。

令和５年秋の叙勲

町民の誓い…健康な心と体をつくります(昭和50年９月制定)
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横浜町ふれあいセンターにおいて、「令和５年度上十三地区赤
十字奉仕団活動研究会」が開催され、上十三地区の赤十字奉仕団
約100名が参加しました。
研究会では、「コロナ禍における奉仕団活動」として、横浜町・

十和田市・七戸町の奉仕団が体験発表を行い、横浜町赤十字奉仕
団からは、委員長の竹田礼子さんが各分団の活動や、コロナ禍で
のマスクづくり、ウクライナ募金等の活動を発表し、参加者の関
心を集めていました。また、「男女共同参画の視点による取組」
と題し、青森県男女共同参画センターの高橋部長を講師に、防
災・減災に関する講話が行われました。
参加者は、今回の研修会を通して互いに交流と連帯感を深め、

今後の活動の活性化を誓い合いました。

上十三地区赤十字奉仕団活動研究会が開催れました

横浜町菜の花ウォーキングクラブ（長谷川博巳会長）は、よこはま
ＳＵＮ＊ＳＵＮプロジェクト（岩田広行代表）のメンバーと共に、今
年度最後のウォーキングを六ヶ所村（尾駮沼休憩所からろっかぽっ
かまでの約２㎞）で行いました。ろっかぽっかでは、入浴後一年間
の反省を行い、懇親を深めました。
ウォーキングクラブは、陽気に楽しく自然を愛でながら歩くこと

により、健康の保持増進と会員の親睦及び他市町村のウォーカーとの交流を目的としています。
あなたも一緒に歩いてみませんか。 ※現在、クラブでは、会員を募集中です。
◆お問合せ
会長 長谷川 博巳（☎７８－２７０１） 副会長 杉山 敏行（☎７８－２６１６）

納会ウォクを開催!!

横浜町の歴史と地誌を語る会（杉山徹会長）では、当町の生き字引「菊池武己」さんの語り部
会を６回にわたり開催し、ふる里横浜を再発見しました。写真は、５回目の様子です。

１回目 新町の海岸浸食・桧木川の砕石等について
２回目 赤貝等について
３回目 赤貝・写真機物語等について
４回目 趣味と時代財布等について
５回目 命名と煙草入れ等について
６回目 江戸壱文銭の嘆きについて
参加者の鶴谷さんは、「菊池さんが集めた「煙草入れ」を見せて

もらい、昔のものはかなり綿密に精巧に作られていると思いました。貴重な蒐集（しゅうしゅう）
品の数々を町民の方々にも広く見る機会があれば良いと思います。」と話していました。
◆お問合せ
会計 鎌田 登美子（☎７８－３２６１） 監事 鳥山 良子（☎７８－３６８１）

語り部会でふる里再発見

町民の誓い…時間ときまりを守ります(昭和50年９月制定)
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物価高騰対応重点支援
低所得世帯支援給付金のお知らせ

横浜町教育委員会からのお知らせ
横浜町唯一の学校である横小と横中は、今後一層小中間の連携を強化し、地域と共に歩む「コ

ミュニティ・スクール」の運用手法を取り入れ、将来的な「横浜型小中一貫教育」の実現に向かっ
て進んでいきます！ 注：コミュニティ・スクールとは「学校運営協議会」を設置した学校の名称です

【これまでの経緯】
国は平成29年に学校関係法令を一部改正し、全ての市町村教育委員会に対し、所管の学校に学校

運営協議会の設置を努力義務化しました。横浜町教育委員会においても、来年度から地域と学校が
一層の連携を図るための施策である「コミュニティ・スクール」を導入すべく、現在その準備を進め
ています。
コミュニティ・スクールを運用する組織は「学校運営協議会」と呼ばれ、保護者の代表者、地域住

民、学校関係者、教育関係者など10名前後で構成されます
【学校運営協議会の主な役割】 大きくは次の４つです。
（１）校長が作成する学校経営方針の承認
（２）学校運営について教育委員会または校長に意見を述べる
（３）教職員の任用に関して教育委員会で定めた規則の範囲内で意見を述べる
（４）学校評価を行う
学校運営協議会は、学校運営の根幹に関わる教育内容に責任を伴う形で携わることになり、ここ

で出された意見は、学校経営者である校長や所轄する教育委員会において必ず検討されます。
横浜町教育委員会では、地域の力強い応援を学校運営協議会の設立でより具体的に学校教育に取

り入れ、未来の学校づくりをめざします。町民の皆様のご理解とご協力を、何卒よろしくお願いし
ます。

※詳細については今後ホームページに掲載する予定です。

物価高騰による負担感が大きい低所得世帯
への負担の軽減を図るため、住民税非課税世帯
に対して、１世帯当たり７万円の給付金を支給
します。
◆給付額 １世帯当たり７万円
◆対象となる世帯 住民税非課税世帯
令和５年12月１日時点で横浜町に住民登録

があり、世帯全員の令和５年度分の住民税均等
割が非課税である世帯
※住民税が課税されている者の扶養親族のみ
からなる世帯は対象外
◆申請について
令和５年度電気・ガス・食料品等価格高騰重

点支援地方給付金（３万円）を給付済であり、
当該給付金の対象の方は、申請が不要です。対
象の世帯には１月中旬にお知らせを送付しま
す。
転入された方など、手続きが必要な方へは、

確認書を１月中旬に送付しますので、申請をし
てください。
◆お問合せ ◇横浜町役場 福祉課
☎（７８）２１１１（内２２３）

物価高騰対応重点支援
生活者支援給付金のお知らせ
横浜町では物価高騰による家計の負担

の軽減を図るため、低所得世帯向け給付
金対象の世帯以外に１世帯当たり１万５
千円の給付金を支給します。
◆給付額
１世帯当たり１万５千円

◆対象となる世帯
令和５年12月１日時点で横浜町に住民

登録がある方。
下記の方は、対象外となります。
(１)低所得世帯向け給付金対象世帯。
(２)所得税非課税で住民税の均等割のみ

課税世帯。（別の支援給付対象とな
るため。）

◆申請について
対象の世帯には１月中旬から順次、確

認書を送付しますので、申請をお願いし
ます。
◆お問合せ ◇横浜町役場 企画財政課
☎（７８）２１１１（内３３２）

町民の誓い…だれにでも親切にします(昭和50年９月制定)
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人権擁護委員及び行政相談員のお知らせ
◆行政相談委員（行政が行う仕事についての苦情・意見等） ◆人権擁護委員（人権に関する相談）
○若佐 昭男（三保野154番地4） ○若佐 昭男（三保野）
ＴＥＬ ７８－３７６２ ○上野 洋子（幸町）
○総務省青森行政監視行政相談センター ○杉山 昌志（緑町）
ＴＥＬ ０５７０－０９０－１１０
◆みんなの人権１１０番 ＴＥＬ ０５７０－００３－１１０ ◆子どもの人権１１０番
◆女性の人権ホットライン ＴＥＬ ０５７０－０７０－８１０ ＴＥＬ ０１２０－００７－１１０

海の幸・の幸、安全に美味しくいただきましょう
自然界で育った海水魚や淡水魚には寄生虫が潜んでいることがあり、それらの中には人

間に害を及ぼすものも存在します。加熱調理すれば問題ありませんが、生で食べるときは
注意が必要です。
・食品事業者により適切に冷凍されたものは安全です。
・購入時は、生食用または加熱用の表示を確認しましょう。
・自分で釣った（獲った）魚を生で食べる場合にも注意しましょう。
主なものを表に示しましたので参考にしてください。
魚種 寄生虫 症状 予防方法（冷凍処理）

海水魚
アニサキス 激しい腹痛・おう吐 －20℃以下で24時間以上

クドア 下痢・おう吐 －20℃以下で４時間以上

淡水魚
顎口虫 皮膚のかゆみ、腫れ －20℃以下で３～５日間

横川吸虫 腹痛・下痢 鮎では、－３℃以下で３日間

新しく営業許可が必要になった食品があります！
これらの食品は、６月からは許可がないと営業できません。
ギリギリだと間に合わない可能性がありますのでご注意ください。

※家庭用冷凍庫では冷凍処理が難しい場合があります。

上記に該当する方は、お早めに相談してください。
◆お問合せ 上十三保健所生活衛生課 ☎０１７６（２３）４２６１

業種 営業内容

漬物製造業 漬物を製造する営業または漬物と併せて漬物を主原料とする食品を製造する営業

水産製品製造業 魚介類その他の水産動物若しくはその卵を主原料とする食品を製造する営業
（干物、開き、珍味、塩ウニなど） ※クジラ、カエル、カメなどを含む

密封包装食品製造業 密封包装食品であって常温で保存が可能なものを製造する営業
（他の営業許可業種に該当する食品および厚生労働省令で定めるものを除く）

食品の小分け業 許可施設で製造された食品を仕入れ、小分けして容器包装に入れ、または容器包装
で包む営業 （調理や小売販売における小分けは対象外）

液卵製造業 鶏卵から卵殻を取り除いたものの製造（小分けを含む）をする営業

そうざい製造業 喫食するには購入者等による最終調理が必要な、そうざい半製品も許可対象

町民の誓い…常に学ぶことに努めます(昭和50年９月制定)
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令和６年度（令和５年分）町・県民税、所得税の申告について
◆受付期間 令和６年２月８日(木)から３月１５日(金)【土・日・祝日を除く。】

※ただし、令和６年３月３日(日)のみ受付します。

◆受付時間 午前９時～午後３時３０分【午前１１時３０分～午後１時を除く。】

◆受付場所 役場１階 申告特設会場（正面入口を入って左側）

（１）申告が必要な方
令和６年１月１日現在、横浜町に住民登録がある方 ※収入のない方も申告が必要です。

（２）申告が不要な方
・税務署で所得税の確定申告をする（した）方
・給与所得のみで勤務先から横浜町へ給与支払報告書が提出されている方
・公的年金に係る雑所得だけで、源泉徴収票に記載された控除以外に申告すべき控除がない方
（３）申告に必要なもの

※１ 収支内訳書については整理・集計済みのものについて受付します。されていない場合は
整理・集計後に受付します。また、送付は行っておりませんので必要な方は税務課窓口ま
でお越し下さい。

※２ 医療費の明細書については、医療を受けた人ごと、病院ごとに集計をお願いします。

対 象 必要書類など

全 員
①マイナンバーカード、又はマイナンバー通知カードと本人確認書類（運転免
許証など）

②通帳、キャッシュカード等、本人名義の口座番号が確認できるもの

所得関係

①給与・年金所得者：源泉徴収票（原本）
②営業・農業・不動産所得者：収支内訳書（※１）
③一時所得のある方：生命保険等の満期返戻金などの証明書
④雑所得のある方：個人年金等の金額がわかる証明書
⑤譲渡、配当所得のある方：売買契約書、証明書等収入金額や必要経費がわか
るもの

⑥太陽光発電設備を設置している方：設置費用・年間発電量・売却電力量・売
電収入がわかる書類

控除関係

①社会保険料（国民健康保険、介護保険料、国民年金保険料等）の領収書や納
付証明書

②生命保険料、地震保険料、旧長期損害保険料を支払った証明書
③その他（医療費の明細書（※２）（領収書等）、雑損控除に係る領収書、障害
者手帳、介護保険に係る障害者控除対象者認定書など）

町の位置…北緯41°4′50″東経141°15′7″
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（４）申告日程表

受付日 対象町内名 受付日 対象町内名
２／８ （木) 善知鳥、ちどり町、烏帽子平 ２／２６（月) 旭町・舘町・椛名木
２／９ （金) 豊栄平・幸町 ２／２７（火) 新町・塚名平
２／１３（火) 松栄・向沢 ２／２８（水) 日本ハム関連会社勤務の方
２／１４（水) 中吹越 ２／２９（木) 桧木
２／１５（木) 吹越 ３／１ （金) 大豆田
２／１６（金) 百目木 ３／３ （日) 平日に来られない方
２／１９（月) 向平・緑町 ３／４ （月) 鶏沢
２／２０（火) 三保野 ３／５ （火) 有畑
２／２１（水) 新丁全域 ３／６ （水) 浜田

２／２２（木) 大町・浜町
３／７(木)～
３／１５(金)

期間中申告出来なかった方

～スマートフォンでも確定申告ができます～
マイナンバーカードを取得していて、マイナンバーカードを読み取れる対応スマートフォ

ンを所有している方は、スマートフォンにて確定申告をすることができます。スマートフォ
ンで確定申告を行うと添付書類の省略や、混雑する確定申告会場に行く必要がありません。
（ただし、添付書類はご自宅で５年間保存していただく必要があります。）スマートフォンで
の申告なら24時間いつでも申告することができるので大変便利です。

◆お問合せ 横浜町役場 税務課 ☎（７８）２１１１

町の面積…東西12㎞ 南北23㎞ 126.38㎢
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物
価
高
騰
緊
急
対
策
支
援
給
付

事
業
と
し
て
、
配
布
を
開
始
し
た

地
域
商
品
券
に
つ
い
て
、
横
浜
郵

便
局
よ
り
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
方
を
対
象
に
、
左
記
の

と
お
り
窓
口
交
付
い
た
し
ま
す
。

◆
給
付
額
・
使
用
期
限

１
人
に
つ
き
７
，
０
０
０
円
分

の
商
品
券（
１
枚
５
０
０
円
と
し
、

14
枚
１
セ
ッ
ト
）・
２
月
29
日
(木
)

ま
で

◆
交
付
窓
口

横
浜
町
役
場

産
業
振
興
課

◆
交
付
方
法

世
帯
主
等
に
、
役
場
産
業
振
興

課
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
、
地
域

商
品
券
を
交
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

そ
の
際
、
本
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
公
的
な
身
分
証
明
書

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転

免
許
証
、
保
険
証
等
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。































◆
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
役
場

産
業
振
興
課

TEL
（
78
）
２
１
１
１
（
内
３
５
０
）

県
内
の
各
公
立
図
書
館
に
お
い

て
、
冬
に
読
み
た
い
本
や
、
職
員

お
薦
め
の
本
を「
ウ
チ
の
推
し
本
」

と
し
て
展
示
・
貸
出
し
し
ま
す
。

な
お
、
展
示
本
に
か
ぎ
り
、
お
ひ

と
り
一
冊
・
一
週
間
の
貸
出
し
と

な
り
ま
す
。

ま
た
「
あ
お
も
り
冬
の
読
書
週

間
」
で
は
、
初
と
な
る
県
内
公
立

図
書
館
・
公
民
館
等
各
館
で
の
一

斉
展
示
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
青
森
県
立
図
書
館
の

㏋
も
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
広
く
他
館
を
利
用
す

る
た
め
の
「
青
森
県
内
図
書
館
共

通
利
用
券
」
を
発
行
で
き
ま
す
の

で
、
運
転
免
許
証
等
の
住
所
を
確

認
で
き
る
書
類
を
添
え
て
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
展
示
及
び
貸
出
期
間

１
月
６
日
(土
)～
１
月
28
日
(日
)

◆
展
示
冊
数

30
冊
程
度

◆
図
書
種
別

小
説
・
絵
本
等

◆
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
民
図
書
館

TEL
（
78
）
６
１
０
０















































令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
採
用

の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
、
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

下
記
以
外
の
詳
細
事
項
に
つ
い

て
は
担
当
者
へ
の
問
い
合
わ
せ
又

は
町
㏋
に
て
ご
確
認
お
願
い
し
ま

す
。

◆
任
用
期
間

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
（
勤
務
実
績

に
応
じ
て
再
度
の
任
用
を
行
う
場

合
あ
り
）

◆
応
募
人
数

各
職
種
若
干
名

◆
勤
務
条
件
等

①
各
種
手
当
（
支
給
要
件
有
）

・
通
勤
手
当
（
費
用
弁
償
）：
通
勤

距
離
に
応
じ
て
支
給

・
期
末
手
当
：
年
２
回
、
合
計
２
．

５
ヵ
月
分
支
給

・
勤
勉
手
当
：
年
２
回
、
合
計
１
．

95
ヵ
月
分
支
給

②
各
種
保
険
（
加
入
要
件
有
）

共
済
短
期
（
健
康
保
険
）、
厚
生

年
金
保
険
、
雇
用
保
険
等

③
休
暇

勤
務
日
数
等
に
応
じ
て
年
次
有

給
休
暇
・
特
別
休
暇
等
を
付
与

◆
応
募
期
間

令
和
６
年
２
月
２
日
(金
)ま
で

に
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
ご
応
募
下
さ
い
。

申
請
用
紙
は
町
㏋
に
て
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。
な
お
、
役

場
総
務
課
に
て
受
渡
し
又
は
取
り

寄
せ
も
可
能
で
す
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
役
場

総
務
課
：
鳥
山

TEL
（
78
）
２
１
１
１
（
内
３
２
４
）

職種区分 勤務形態 Ｒ６時給単価
（月給換算） 勤務内容

バス運転手
月～金勤務
1日7時間
週35時間勤務

1,066円
（149,240円）

町内温泉バス送迎、役場車両の管理
大型免許が必要です

特別支援
教育支援員

月～金勤務
1日7.5時間
週37.5時間勤務

免許無：1,023円
（153,450円）
免許有：1,100円
（165,000円）

特別支援学級の子供等への支援等
勤務先は横浜小学校又は横浜中学校

介護認定
調査員

月～金勤務
1日7時間
週35時間勤務

1,192円
（166,880円）

要介護認定調査のために自宅訪問によ
る聞き取り調査等を実施
介護専門員等の資格やその他要件あり

子ども子育て
支援員

1か月3日程度
1日3時間程度

免許無：1,023円
免許有：1,100円

菜の花にこにこセンター内のおひさま
クラブにて子育て支援を実施
特に月数回のイベント時に勤務有

町章… ｢よこはま｣の｢よ｣を図案化。大小の円は｢円満･団結･平和｣
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町
内
に
本
社
本
店
が
あ
る
事
業

者
に
つ
い
て
、
令
和
６
・
７
年
度

の
町
建
設
工
事
等
入
札
参
加
を
希

望
す
る
業
者
の
申
請
を
受
付
し
ま

す
。希

望
さ
れ
る
業
者
は
、
書
類
を

添
え
て
期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
提
出
書
類
等
は
、

前
回
と
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

留
意
く
だ
さ
い
。
要
領
・
様
式
は

横
浜
町
㏋
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

◆
受
付
期
間

１
月
15
日
(月
)か
ら
２
月
29
日

(木
)ま
で

◆
提
出
す
る
書
類

【
建
設
工
事
】

①
一
般
競
争
(指
名
競
争
）
参
加

資
格
審
査
申
請
書

②
競
争
参
加
資
格
希
望
工
種
表

③
営
業
所
一
覧
表
(営
業
所
等
が

な
い
場
合
、
委
任
し
な
い
場
合

は
不
要
)

④
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知

書
・
総
合
評
定
値
通
知
書
(写
)

⑤
工
事
経
歴
書
(直
前
２
ヶ
年
分
)

⑥
技
術
者
経
歴
書

⑦
登
記
事
項
証
明
書
(写
)

※
申
請
者
が
個
人
の
場
合
は
身
分

証
明
書
（
写
）

⑧
納
税
証
明
書
(写
)※
町
税
に
関

し
て
は
２
ヶ
年
分

⑨
委
任
状
(支
店
等
に
見
積
及
び

入
札
並
び
に
契
約
締
結
等
の
権

限
を
委
任
す
る
場
合
)

⑩
委
任
状
（
行
政
書
士
等
の
代
理

申
請
に
よ
る
場
合
）

◆
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
役
場

建
設
水
道
課

TEL
（
78
）
２
１
１
１
（
内
３
４
１
）























































































横
浜
町
教
育
委
員
会
で
は
、
毎

年
、
前
年
度
の
主
要
な
施
策
や
事

務
事
業
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
点
検
及
び
評
価
を
行
い
、
課
題

や
取
り
組
み
の
方
向
性
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
次
の
通
り
縦
覧
し

ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

◆
縦
覧
場
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
縦
覧
期
間

１
月
４
日
(木
)か
ら
３
月
29
日

(金
)ま
で

◆
そ
の
他

町
の
㏋
に
も
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

















日
常
生
活
で
の
身
近
な
悩
み
事

か
ら
人
権
問
題
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

問
題
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。

◆
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
・
祝
日
及
び
年
末
年

始
を
除
く
）
な
お
、
月
・
水
・
金

の
午
前
10
時
～
午
後
５
時
は
、
人

権
擁
護
委
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

◆
場
所

青
森
地
方
法
務
局

む
つ
支
局

人
権
相
談
室
（
下
北
合
同
庁
舎
２

階
）

※
電
話
相
談
は
「
０
５
７
０
-０

０
３
‒
１
１
０
（
み
ん
な
の
人
権

１
１
０
番
）」
へ

◆
料
金

無
料

◆
そ
の
他

予
約
は
不
要
で
す
が
、
来
庁
前

に
御
連
絡
を
頂
け
る
と
ス
ム
ー
ズ

に
御
案
内
で
き
ま
す
。







































◆
交
通
事
故
等
に
あ
っ
た
と
き
に

つ
い
て

交
通
事
故
や
暴
力
等
、
第
三
者

（
自
分
以
外
の
人
）
の
行
為
に

よ
っ
て
負
傷
さ
れ
、
被
保
険
者
証

を
使
っ
て
治
療
を
受
け
た
と
き

は
、
必
ず
役
場
町
民
課
へ
届
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自
損
事
故

の
場
合
や
、
業
務
中
の
事
故
で
労

災
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に
も
届

出
が
必
要
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
町
民

課
ま
た
は
青
森
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
役
場

町
民
課

TEL
（
78
）
２
１
１
１
（
内
２
１
６
）

◇
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

TEL
０
１
７
（
７
２
１
）
３
８
２
１













































大
韓
航
空
青
森
・
ソ
ウ
ル
線

が
１
月
20
日
(土
)か
ら
運
航
を
再

開
し
ま
す
。

３
年
10
か
月
ぶ
り
の
再
開
と
な

り
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
直
行
便
で
行
き

や
す
く
な
っ
た
韓
国
で
、
グ
ル
メ

や
観
光
な
ど
満
喫
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

仁
川
空
港
は
世
界
各
地
へ
の
路

線
を
持
つ
ハ
ブ
空
港
で
す
。
ぜ

ひ
、
韓
国
を
は
じ
め
世
界
各
地
へ

の
ご
旅
行
な
ど
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
運
航
開
始
日

１
月
20
日
(土
)～

◆
ダ
イ
ヤ

週
３
便
（
火
、
木
、
土
）
運
航

◇
青
森
発

13
：
55
→

仁
川
着

16
：
55

◇
仁
川
発

10
：
30
→

青
森
着

12
：
50

◆
運
航
機
材

Ｂ
７
３
７
‒
８
（
１
４
６
席
）

◆
お
問
合
せ

◇
青
森
県
庁
HP

「
青
森
・
ソ
ウ
ル
線

関
連
情
報
」

◇
横
浜
町

教
育
委
員
会

TEL
（
78
）
６
６
２
２

町章… ｢よ｣の先端 将来への限りない躍進･発展(昭和45年９月制定)
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国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
妊

産
婦
の
方
の
産
前
産
後
期
間
の
保

険
料
（
税
）
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
令
和
６
年
１
月
以
降

の
期
間
分
の
み
が
対
象
で
す
。

◆
対
象
の
方

令
和
５
年
11
月
以
降

出
産
予
定
の
方

◆
免
除
方
法

以
下
の
表
に
該
当
す
る
期
間
分

の
所
得
割
額
と
均
等
割
額
相
当
分

単
胎
…
４
ヶ
月
間
免
除

多
胎
…
６
ヶ
月
間
免
除

◆
申
請
方
法

既
に
母
子
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
、
手
続
き
不
要
で
す
。

今
後
は
、
母
子
手
帳
交
付
時
に

必
要
書
類
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◆
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
役
場

町
民
課

TEL
（
78
）
２
１
１
１
（
内
２
３
７
）































































横
浜
町
郷
土
芸
能
保
存
会
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に

な
っ
て
い
た
新
春
郷
土
芸
能
発
表

会
を
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
観
覧
者
で
、
出
演
者
を

応
援
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
た
し

ま
す
。

◆
日
時

１
月
14
日
(日
)
午
後
１
時
～

◆
場
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
入
場
料

無
料

◆
お
問
合
せ

◇
事
務
局

沖
津

TEL
０
９
０
‒
２
３
１
２
‒
３
８
５
５

東
北
森
林
管
理
局
は
、
国
有
林

野
の
管
理
運
営
に
皆
さ
ま
の
声
を

役
立
て
て
い
く
た
め
、
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
人
数

48
名
程
度

※
最
終
的
な
人
数
は
前
後
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◆
募
集
期
間

２
月
16
日
(金
)ま
で

※
当
日
必
着

◆
任
期

４
月
１
日
～
２
年
間

◆
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、
現
地

見
学
会
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議

へ
の
出
席
な
ど
。
詳
し
く
は
、
㏋

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

◇
東
北
森
林
管
理
局

企
画
調
整

部

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

TEL
０
１
８
‒
８
３
６
‒
２
２
８

MAIL
t_kikaku@
m
aff.go.jp



































































県
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

高
騰
等
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
い

る
県
民
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、

「
あ
お
も
り
省
エ
ネ
家
電
買
替
え

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加

店
で
、
家
庭
で
の
消
費
電
力
が
大

き
い
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ

ビ
、
照
明
機
器
の
う
ち
、
一
定
基

準
を
満
た
し
た
製
品
に
買
い
替
え

た
方
に
、
最
大
６
万
円
分
の
商
品

券
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ
ン
ト

等
を
進
呈
し
ま
す
。

対
象
製
品
の
基
準
や
申
請
方
法

等
の
詳
細
内
容
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

す
で
に
買
い
替
え
を
行
い
、
ポ

イ
ン
ト
申
請
チ
ケ
ッ
ト
を
受
け

取
っ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
申
請
締
切
が
２
月
20
日
(火
)

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
を

お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
早
め

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
購
入
対
象
期
間

令
和
５
年
８
月
10
日
(木
)～
令

和
６
年
２
月
10
日
(土
)

◆
申
請
締
切

令
和
６
年
２
月
20
日
(火
)

※
予
算
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

◆
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

◆
お
問
合
せ

◇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務
局

TEL
０
１
７
（
７
５
２
）
９
５
６
０

MAIL
info@
kaden-aom
ori.jp

１月は
・国民健康保険税

第７期
・後期高齢者医療保険料

第６期
・介護保険料

第６期
の納期限です｡

町の花…｢なの花｣ 町の鳥…｢浜チドリ｣ 町の木…｢つきけやき｣(昭和61年９月制定) 町の魚…｢横浜なまこ｣(平成４年12月制定)
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県
で
は
、
納
税
証
明
書
の
交
付

申
請
の
際
、
窓
口
に
来
庁
さ
れ
た

方
の
本
人
確
認
及
び
代
理
人
申
請

の
場
合
の
委
任
関
係
確
認
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

◆
納
税
証
明
書
の
交
付
申
請
に
必

要
な
も
の

（
※
）
例
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る

書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

◇
１
枚
の
提
示
で
足
り
る
も
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転

免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
公
的

書
類

◇
２
枚
の
提
示
が
必
要
な
も
の

健
康
保
険
等
の
被
保
険
者
証
、

共
済
組
合
員
証
、
年
金
手
帳
な
ど

各
被
保
険
者
証
及
び
共
済
組
合
員

証
以
外
は
、
本
人
確
認
書
類
に
記

載
さ
れ
た
識
別
番
号
等
を
記
録
し

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◆
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、

上
記
の
書
類
に
加
え
て
納
税
義
務

者
本
人（
法
人
の
場
合
は
代
表
者
）

か
ら
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

・
ご
家
族
又
は
従
業
員
の
方
で

あ
っ
て
も
委
任
状
が
必
要
で

す
。

・
委
任
状
に
は
必
ず
納
税
義
務
者

本
人
が
署
名
を
し
て
く
だ
さ

い
。

・
委
任
に
つ
い
て
、
納
税
義
務
者

本
人
に
電
話
で
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

◆
納
税
証
明
書
は
納
税
者
の
皆
様

の
大
切
な
情
報
を
証
明
す
る
も
の

で
す
か
ら
、
窓
口
に
来
庁
さ
れ
た

方
の
本
人
確
認
及
び
代
理
人
申
請

の
場
合
の
委
任
関
係
確
認
を
厳
格

に
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ

◇
上
北
地
域
県
民
局

県
税
部
納

税
管
理
課

TEL
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
９
０
）

































◆
申
告
書
作
成
会
場

◇
開
設
場
所

十
和
田
奥
入
瀬
合
同
庁
舎
１
階

共
用
会
議
室

◇
開
設
期
間

２
月
16
日
(金
)～
３
月
15
日

(金
)《
土
、日
、祝
日
等
を
除
く
。》

◇
開
設
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

※
ス
マ
ホ
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
発
行
時
に
設
定
し
た
暗
証
番

号
等
を
含
む
。）
を
お
持
ち
の
方

は
、
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
緩
和

の
た
め
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入

場
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。

入
場
整
理
券
は
、
会
場
で
当
日

配
布
し
ま
す
が
、
配
布
状
況
に
応

じ
て
、
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ラ
イ
ン
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
事
前
発
行
も
可
能
で
す
。

(事
前
発
行
可
能
期
間
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。）

◆
お
問
合
せ

◇
十
和
田
税
務
署

個
人
課
税
第

１
部
門

（
直
通
）

TEL
０
１
７
６
（
23
）
３
１
５
３

ご来場を検討
れている方へ
申告書作成会場では、ご自
身のスマートフォン等を使
用して申告書を作成してい
ただきます。





















































































◆
み
ん
な
で
気
を
付
け
よ
う
！
脳

卒
中
と
心
臓
病
の
川
柳
コ
ン
テ
ス

ト
県
民
の
皆
様
に
、
脳
卒
中
と
心

臓
病
の
予
防
や
早
期
治
療
の
重
要

性
を
自
ら
考
え
て
頂
く
機
会
を
作

る
事
を
目
的
と
し
て
、
川
柳
を
募

集
し
ま
す
。

◇
募
集
テ
ー
マ

「
脳
卒
中
と
心
臓
病
の
予
防
に
つ

い
て
」

◇
応
募
資
格

青
森
県
民
の
か
た
、
青
森
県
在

住
の
か
た

◇
募
集
期
間

２
月
15
日
(木
)ま
で

◇
応
募
内
容

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
川
柳
作
品
（
３
作
品
ま
で
）、

ペ
ン
ネ
ー
ム

◇
応
募
形
式

郵
送
・
メ
ー
ル
・

㏋
・
セ
ン
タ
ー
内
申

し
込
み
・
QR
コ
ー
ド

◇
選
考

当
専
任
セ
ン
タ
ー
員
に
よ
る
厳

正
な
審
査
に
よ
り
次
の
賞
を
決
定

し
ま
す
。
各
受
賞
者
に
は
賞
状
を

必要なもの
証明書の種類

本人確認書類
（※）

青森県収入証紙
(400円分/1部)

自動車検査証
（写し可）

個人事業税・法人県民税
事業税・特別税 ○ ○

自動車税種別割
（滞納がない旨の証明） ○ ○ ○

自動車税種別割
（継続検査用） ○ ○

税 目 申告期限・納期限 口座振替日

所得税及び
復興特別所得税 ３月15日

(金)

４月23日
(火)

贈 与 税

消費税及び
地方消費税

４月１日
(月)

４月30日
(火)

町民の誓い…青い海、緑と花を愛します(昭和50年９月制定)
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進
呈
し
ま
す
。

最
優
秀
賞
(１
名
)、
優
秀
賞

(２
名
)、
佳
作
(１
名
)

受
賞
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
は

当
セ
ン
タ
ー
に
帰
属
す
る
も
の
と

し
ま
す
。
受
賞
作
品
は
当
セ
ン

タ
ー
前
に
一
定
期
間
掲
示
さ
れ
る

ほ
か
、
青
森
県
の
予
防
医
療
の
啓

発
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
第
４
回
青
森
県
県
民
公
開
講
座

◇
日
時

１
月
25
日
(木
)午
後
３
時
～
午

後
４
時

◇
場
所
・
定
員

・
弘
前
大
学
医
学
部
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
２
階
・

１
０
０
名

・
弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院
１

階

脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
況
中
継
・

10
名

・
ZO
O
M
に
て
配
信
・
１
０
０
名

◇
内
容

①
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
で
心
臓
病
の
再

発
を
予
防
し
よ
う
。

（
講
師
）
弘
前
大
学
医
学
部
附
属

病
院

医
療
技
術
部
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
門

理
学
療
法
士

石
岡

新
治

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

②
個
別
相
談
会
（
希
望
者
の
み
）

◇
参
加
費

無
料

◇
申
し
込
み
方
法

・
㏋
の
「
第
４
回

県
民
公
開
講

座
」
か
ら

・
QR
コ
ー
ド
内
登
録

フ
ォ
ー
ム
か
ら

・
脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
内
申
込
BOX
へ
投
函

・
お
電
話
、
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み

※
当
日
参
加
、
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル

も
可
能
で
す
。

◇
現
在
治
療
中
の
ご
病
気
を
お
持

ち
の
方
へ

当
日
は
心
臓
に
負
担
の
少
な
い

リ
ハ
ビ
リ
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
必
ず
主
治
医
の
先
生
に
ご
相

談
頂
い
て
か
ら
ご
参
加
下
さ
い
ま

す
様
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ

◇
青
森
県
・
弘
前
大
学
医
学
部
附

属
病
院

脳
卒
中
・
心
臓
病
等
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー

TEL
０
１
７
２
（
39
）
５
４
５
９

MAIL
noushincenter@
hirosaki-u.

ac.jp






































◆
い
き
い
き
教
室
「
健
康
体
操
講

座
」
の
開
催

横
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
横
浜
町
地
域
支
援
(介
護
予

防
普
及
啓
発
)受
託
事
業
の
一
環

と
し
て
、
健
康
体
操
講
座
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

沢
山
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

◇
内
容

①
菜
の
花
健
康
体
操

②
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操

◇
開
催
日
時

１
月
15
日
(月
)か
ら
延
べ
12
日

間
開
催
。
(１
月
15
、
16
、
17
、

22
、
23
、
24
日
、
２
月
５
、
６
、

７
、
19
、
20
、
21
日
)

午
前
10
時
15
分
～
45
分
ま
で

◇
開
催
場
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
大
集
会

室
」

◇
参
加
費

無
料

◇
参
加
者

概
ね
65
歳
以
上
の
町
民
の
方

(事
前
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
)

◇
連
絡
先

横
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

◆
い
き
い
き
教
室
「
手
芸
講
座
」

の
開
催

横
浜
町
地
域
支
援
(介
護
予
防

普
及
啓
発
)受
託
事
業
の
一
環
と

し
て
、
手
芸
講
座
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
電
話
等
で

ご
連
絡
下
さ
い
。
沢
山
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
内
容

「
横
長
手
さ
げ
バ
ッ
グ
」
づ
く

り
(概
ね
３
日
間
程
度
で
完
成
と

な
り
ま
す
)

◇
開
催
日
時

１
月
15
日
(月
)か
ら
延
べ
９
日

間
開
催
。
(１
月
15
、
16
、
17
、

22
、
23
、
24
、
29
、
30
、
31
日
)

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

◇
開
催
場
所

旧
児
童
セ
ン
タ
ー

◇
講
師

上
野
ヨ
ネ
氏
、
畠
山
ト
モ
氏

◇
参
加
費

材
料
実
費
と
し
て
１
，
３
０
０

円
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
参
加
者

概
ね
65
歳
以
上
の
町
民
の
方
30

名
程
度
（
１
月
10
日
(水
)ま
で
に

申
込
み
下
さ
い
）

◆
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

TEL
（
78
）
２
０
６
７





















放
送
大
学
で
は
、
令
和
６
年
４

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
働
き
な
が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し

た
い
」「
学
び
を
楽
し
み
た
い
」
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で
様
々
な
年

代
や
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま

す
。
入
学
試
験
が
な
く
、
学
び
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
誰

で
も
入
学
で
き
ま
す
。

受
講
か
ら
単
位
認
定
試
験
ま
で

オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
ま
す
の
で
、

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
出
願
期
間

３
月
12
日
(火
)ま
で

◆
お
問
合
せ

資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
青
森
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
７
２
(38
)０
５
０

０
）
ま
た
は
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
（
☎
０
１
７
８
(70
)１
６

６
３
）
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
放
送
大
学
㏋
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

町民の誓い…健康な心と体をつくります(昭和50年９月制定)
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町民の誓い…時間ときまりを守ります(昭和50年９月制定)
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横浜消防署管内の災害情報案内の番号

０１７５－７６－１１９０が廃止になります。
・「消防災害情報案内ダイアル」とは横浜消防署の消防車両がどのような出動をしたのか町民の皆
様が電話で情報を聞くことができるシステムです。

※令和６年２月７日以降回線の廃止となりご利用できなくなります。今後は４月以降に新テレ
フォンサービスが開始となる予定ですが、詳細が決まりましたら広報よこはまに掲載しますので、
宜しくお願いします。

消 防 署 通 信
火事と救急・救助は119番

火事・救急・救助は横浜消防署加入電話に通報より断然１１９通報が早い！

◎横浜町 消防災害情報案内ダイアル廃止◎

また、火災・救急・事故等の場合は１１９番通報をご利用ください。
１１９番を利用しての災害情報の確認は絶対に行わないでください。

標語
『 火を消して 不安を消して つなぐ未来 』

令和５年１２月２８日(木)～令和６年１月３日(水)までの７日間

年末・年始における暖房器具及び調理器具等の取り扱いが非常に多くなる時季を迎えるにあたり
一般家庭を中心とした火災を未然に防止し身体及び財産の保護を目的に実施する。

◎年末・年始火災特別警戒実施について◎

令和５年１１月１４日(火)町内に住む７８歳から８１
歳の１人暮らしの高齢者世帯を訪問し「住宅防火診断」を
実施しました。
冬季は暖房器具等を使用する機会が多く、火災の発生が

強く懸念されることから、高齢者が少しでも安心して暮ら
してもらえるように、火の元の確認や火を使う器具等に異
常がないか点検を行い、火の用心を呼びかけました。

◎高齢者世帯の「住宅防火診断」実施◎

町民の誓い…だれにでも親切にします(昭和50年９月制定)
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駐在所
通 信

横浜駐在所
☎78-2110

 民 の   民 の   民 の 

『住民のまど』の掲載について
婚姻、出生に関して、広報への掲載を希望
される方は役場町民課へお申し出下さい。
おくやみ欄については、町民課窓口に届出
される際に、掲載の可否を確認しております。
また、休日届出等の場合は事前に役場へ連
絡をお願いします。

◎お誕生おめでとう
山本 琉雅

リュウガ

（男・11／４）光 翼（旭町）
白糠 凪

ナギ

叶
ト

（男・11／16）航 大（桧木）
鈴木 凰

オウ

椛
カ

（女・11／28）大 和（松栄）
佐賀 燦

サン

（男・11／28）智 一（浜田）

◎おくやみ申し上げます
木野目 誠 秀（７２）百目木
佐 藤 ミ ヨ（９５）百目木
太 田 滿 治（８６）大豆田

あましておでうごいますあましておでうごいます
新年のお喜びを申し上げます。
旧年中は、いろいろとご協力いただきありがとうございました。
本年も、皆様が安心・安全に暮らせる町づくりに全力を尽くし
たいと思いますので、お付き合いのほどよろしくお願いいたしま
す。

2024年 元旦
野辺地警察署 横浜駐在所

事にご！！事にご！！
12月に入り、国道279号線や下北縦貫道路などでスリップによ
る交通事故が多発しています。
冬の道路は、積雪や凍結により滑りやすくなっています。
ドライバーの皆さん、スリップ事故
防止のため、
１割の スピードダウン
２倍の 車間距離
３分の 早め出発
を心掛け、安心安全に努めましょう。

の事にしよう！の事にしよう！
県内では、毎年多くの人が除排雪中

の事故にあっています。
屋根上からの転落事故や雪の下敷き

等にならないように、屋根の雪下ろし
をするときは、「命綱を付ける」「滑り
止めのついた靴を履く」等転落事故防
止に注意するほか、自分の周りに十分
注意するようにして、除雪中の事故か
ら自分を守りましょう。

毎月１日は「県民交通安全の日」・15日は「高齢者交通安全の日｣

令和５年11月末の人身事故・物損事故発生状況

区分
令和５年 令和４年 前年比11月中(単月) 11月末(累計) 11月末(累計)

発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者
人身事故 0 0 0 10 1 13 4 0 7 ＋6 ＋1 ＋6
物損事故 5 83 89 －6

農業委員会定例総会のお知らせ
定例総会では、農地法に基づく審
議、及びその他の法令に基づく審議
がされます。次の定例総会の日程は
以下のとおりです。
◇定例総会日時 ２月９日（金）

１３時３０分～
（・申請の締切日 １月２２日（月））
※毎月農業者年金の相談受付を行っ
ています。

只
今
会
員
募
集
中

お
問
合
せ
先

せ
せ
ら
ぎ
句
会
事
務
局

北
舘
英
輝

☎
０
９
０
‒
７
０
７
１
‒
３
５
２
８

町民の誓い…常に学ぶことに努めます(昭和50年９月制定)
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○福福祉課 ☎７８－２１１１ ○健健康みらい課 ☎７３－７７３３ ○総総務課 ☎７８－２１１１

○婦地域婦人団体連合会 ☎７８－６６２２

１月の行事予定
1 月 元日

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土

7 日 ○総横浜町消防団出初式

8 月 成人の日

9 火 第二ちどり保育園 新年お楽しみ会

10 水 ○福おひさまルーム ○婦健康づくり運動教室
ちどり保育園 新年子供会 ○健献血

11 木 ○福貯筋教室

12 金

13 土

14 日

15 月 横浜小・中学校 ３学期始業式

16 火 あさひ幼稚園 ３学期始業式

17 水 ○福おひさまルーム
○総人権相談

18 木 ○福貯筋教室

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火 ○健１歳６ヶ月健診
○健ダンス教室②

24 水 ○福おひさまルーム
○健健康相談会

25 木 ○福貯筋教室
○福民児協定例会

26 金 横浜中学校 学校説明会

27 土 ○教文化・スポーツ賞授与式

28 日 ○婦芸能発表会※中止

29 月 ○健離乳食教室

30 火

31 水 ○福おひさまルーム
○健筋トレ教室②

「エム（キジトラ・右）とルナ（左）、
仲良し姉妹です♪」
新渡弥生さん（寺下）

藤田愛也さん 鎮守咲喜さん 樋熊聖花さん 藤元ことみさん 杉山幸咲さん 澤谷心結さん

青山結依さん 若佐彪雅くん 中山康太くん 長郷瑛太くん

鳥山颯人くん 佐藤温輝くん 杉山颯詩くん

垣本航輝くん 江渡響妃さん


